
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この趣旨をもとに、平成２７年度１０月企画といたしまして、平成２７年１０月３日（土）、マリエント

「ちきゅう」たんけんクラブ 『海と川の循環～河川源流から海を考える～』を開催いたしました。 

 

馬淵川源流の学習（場所：岩手県葛巻町の袖山高原） 

 馬淵川中流の学習（場所：岩手県二戸市の馬淵川公園） 

 馬淵川河口の学習（場所：八戸市八太郎大橋） 

   

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ 

『海と川の循環～河川源流から海を考える～』 

平成２７年１０月のマリエント「ちきゅう」たんけんクラブ活動をご報告します。 

○八戸海域に陸上の物質を供給し続ける大河川「馬淵川」について、現地（源流、中流、河口）に実際に赴き、

五感を全て活用しながら海と陸における物質循環、海と川の密接な関係等を学習し、川も含めた視点から海

を考えることのできる視野の広さを身につける。 

○川と私たちの暮らしの関わり、そして、市民に安心・安全な水を提供するための八戸圏域水道企業団の皆様

の努力や工夫等を学習し、水を大切にする意識を養う。 

〈活動内容〉  

馬淵川の源流（岩手県葛巻町の袖山高原）で記念撮影 



マリエントスタッフに見送られ、馬淵川源流のある岩手県葛巻町の袖山高原へ向け出発 

行きのバスの中では、会員一人一人が自己紹介を行い、そして今回の活動で学びたいこと、

頑張りたいこと、意気込みの発表も行いました。その後、マリエント「ちきゅう」たんけん

クラブ副隊長の高橋晃先生より、川の様々な役割についてご説明をいただきました。 

馬淵川源流の学習 

今回の講師は、八戸圏域水道企業団の皆様です。 



源流に到着し、まずはバスの中で、馬淵川は青森県内で２番目に流域面積の大きい河川であ

ることや、普段私たちが何気なく使っている水が、どのような過程で出来るのか等について、

ご説明をいただきました。また、八戸圏域水道企業団の皆様の安心・安全な水を市民に提供

するための取り組みや努力を知り、水の大切さを改めて強く感じました。 

 

 

これが源流です。こんなに小さな水の流れが大

河川馬淵川のスタートとなっているのですね。 

源流地点に到着し、源流から馬淵川がどのように形成されていくのか等について実際の源流

を間近に見ながら説明をしていただきました。 

実際に水に触ってみました。水温は約６

度とすごく冷く、そして濁りもなくとて

も透き通っていました。 

バスの中でご説明いただいた後、バスを降り、心を躍らせながら源流に向かいます。 



 

 

 

馬淵川中流の学習 

 

 

中流は、源流地点から半分の約７５ｋｍほ

ど離れた岩手県二戸市の馬淵川公園になり

ます。実際に中流を観察しながら、クイズ

形式で、源流と中流との水の成分や環境等

の違いについて学びました。 

 

高橋先生が手に持っている袋の中には、出発

時にとったマリエント前の潮風が入ってい

ます。袋を外に出すと、外側から冷やされ、

袋の中にとても小さな水滴が発生しました。

そして、その袋の中の空気と湿気を外に放ち

ました。 

これはつまり、沿岸では海水が蒸発して空

気が湿っており、その湿った空気が標高の

高い場所に移動して冷やされ、雨となり、

雨水が川を通じて海に戻るという海と陸

における水の循環を表しています。 



 

 

たんけんクラブ副隊長の高橋晃先生からは、

現地での説明はもちろんのこと、移動のバ

スの中においても、海と川の関係性や馬淵

川の歴史など、たくさんのことを説明して

いただきました。 

 

馬淵川河口の学習 

八戸に戻り、帰りのバスの中から馬淵川の河口を

見学しました。場所は八太郎大橋になります。源

流地点では、小さな水の流れでしたが、河口では

川の面積も広く、山から下り、たくさんの栄養や

物質を含んだ川の水が、太平洋に注がれている様

子を見ることができました。 

 

 

今回の学習を通して、川が果たしている海と陸のつながりや物質循環を学びました。そして、

毎日の暮らしに欠かせない水道水を大切にしようと、改めてクラブ会員は感じたようです。 

最後に、今回ご指導を賜りました八戸圏域水道企業団の皆様、そして、マリエント「ちきゅ

う」たんけんクラブ副隊長の高橋晃先生に心より感謝を申し上げます。有難うございました。 

バスの中から馬淵川の河口を学習 

レポート作成中 


